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ここ数年、「ゲリラ豪雨」と呼ばれる大雨が目立つようになってきました。また、線状降水帯の発

生により、極端な集中豪雨が起こるようになってきました。それにより、毎年、国内のあちこちで大

雨による被害や関連した自然災害が起きています。ここ穂北小学校の校区は、近隣に一ツ瀬川

が流れ、大雨や洪水に関して意識をしておかなければならないと考えています。

そこで、本年度も５月１７日（水）に避難訓練（風水害引き渡し訓練）を行います。この訓練は、

避難訓練の一つとして「風水害引き渡し訓練」を保護者の方々と連携をとりながら行っていくもの

です。避難訓練（地震対応・火災対応・不審者対応）は、児童の安全を守るために、学校職員が

児童をどのように避難させるのか、また、児童が自分自身で命を守るためにはどのように行動すれ

ば良いのかなどを学校行事の中で学んでいくものです。

この、「風水害引き渡し訓練」は、水害が起こった場合には、学校にいるよりも保護者と一緒によ

り安全な場所へ移動することの方が安全性が高いため、保護者の方々のご協力をいただきながら

短時間での引き渡しを共に学んでいく訓練です。

つまり、突然の大雨により子どもたちだけでは下校できない、また、学校も安全ではないとの想

定の下、「安心・安全メール」を活用して、短時間での引き渡しを行っていきます。引き渡しの方法

（どのようにすればより安全により確実に引き渡すことができるのか）や車の移動場所（ルートをど

のようにすればスムーズに引き渡しができるのか）等を検証し、いざという時のために避難の方法

を学校も保護者の方々も、そして児童も身につけてほしいと考えています。

保護者の皆様には、ご多用な中でのご協力をいただくことになります。しかし、子どもたちの安

心・安全につながる訓練ですので、何とぞご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

日 曜 お も な 行 事 等 日 曜 お も な 行 事

６ 月 ９ 金 避難訓練（不審者対応）

１ 木 歯みがき指導（１年） １４ 水 観賞教室

２ 金 あのねカード １５ 木 尿検査（２次）

５ 月 元気っ子タイム・プール開き １６ 金 振替休業日（１７日分）

６ 火 読み聞かせ １７ 土 参観日・ＰＴＡミニバレー大会

７ 水 全校集会 ２１ 水 なかよし集会

４月１９日から２６日まで家庭訪問を実施しました。ご家庭での子ども達の様子や学校へのご意

見等、各担任がいろいろ伺うことができました。昨年度まではコロナ禍のため、保護者の方とも十

分話し合える機会が少なかったのではと思います。そこで、本年度は玄関内ではありますが、保

護者の方々にご理解をいただき、さらに平日のなか、お時間を作っていただきましたことに心から

感謝いたします。保護者の方々には、少しでも担任のことをご理解いただけたのではないでしょう

か。また、それぞれの担任が、学級経営を行っていく上でとても参考になったかと思います。今後

ともよろしくお願い致します。



穂北小学校は「稲穂、北に輝く大地」にある学校です。だからこそ、農業から学ぶことがたくさん

あります。そこで、本年度も５年生は、４月２０日（木）に田植えを行いました。前日までに、稲作実

行委員会（会長：橋口仁一さん）の方々やＪＡ西都青年部の方々に田おこしや代掻きなど行ってい

ただきました。

雨が心配だったのですが、当日はまさに「田植え日和」でした。実習田の方で開会式を行い、Ｊ

Ａ西都青年部の方から苗の植え方（３～４本を一まとめにして植えるなど）についての説明がありま

した。なぜ、３～４本で植えていかないといけないか等の説明もあり、子ども達にとっては、まさに

「体験学習」の素晴らしさを感じたことと思います。

手植えならではの工夫もあります。ロープに印をつけたものを真っ直ぐに伸ばし、その印に添っ

て手植えをしていきます。これで、均等に苗が植えられるということです。子どもたちは、田んぼの

泥に足を取られながらも丁寧に苗を植えていきました。

子どもたちの頑張りと、稲作実行委員会の方々、ＪＡ西都青年部の方々のおかげで、広い田ん

ぼも２時間ほどで緑の水田となりました！農業に触れる体験学習は、子ども達のこれからのキャリ

ア教育においても重要だと考えています。本当に、稲作実行委員会のみな様、ＪＡ西都青年部の

みな様、ありがとうございました！！ご協力いただきましたみな様方に心より感謝申し上げます。

さあ、今年はどれくらいの量のお米がとれるのか楽しみです。これから５年生は、「さいと学」で、

お米作りを研究していきます。当然、苗の観察をしたり、草取りなどのお世話をしたりして苗の成長

を見守っていきます。さらに、ＩＣＴを活用して、米作りやそれに関わることなども調べたり、まとめた

りしていきます。本年度は、１０月のバザーや穂北軽トラ市で「もち米」の対面販売も計画していま

す。




